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(57)【要約】
　本開示は、保健医療および製造設備といった多くの状
況の範囲内において用いられ得る消毒方法およびそのシ
ステムに関するものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する工程と、
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する工程とを含む方法。
【請求項２】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、上記１つ以上の対象物に
関連付けられる１つ以上の消毒インジケータを検知する工程を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、１つ以上の消毒薬を１人
以上の人間に適用する工程を含む、請求項１から２までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、１つ以上の消毒薬を１つ
以上の手袋で覆われた１つ以上の手に適用する工程を含む、請求項１から３までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項５】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、１つ以上の消毒薬を１つ
以上のインジケータ手袋で覆われた１つ以上の手に適用する工程を含む、請求項１から３
までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、１つ以上の消毒薬を何に
も覆われていない１つ以上の手に適用する工程を含む、請求項１から５までのいずれか１
項に記載の方法。
【請求項７】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、１つ以上のプロトコルに
従って、上記１つ以上の消毒薬を上記１つ以上の対象物に適用する工程を含む、請求項１
から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、１つ以上の消毒薬を上記１つ以上の対象物に適用
することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送
する工程を含む、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、１つ以上の制御ユニットに関連付けられる１つ以
上の信号を伝送する工程を含む、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、１つ以上の記録ユニットに関連付けられる１つ以
上の信号を伝送する工程を含む、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、消毒ステータスを示すために上記１つ以上の消毒
インジケータを再設定せよとする１つ以上の命令を伝送する工程を含む、請求項１から１
０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、非消毒ステータスを示すために上記１つ以上の消
毒インジケータを再設定せよとする１つ以上の命令を伝送する工程を含む、請求項１～１
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１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記工程は、光、１つ以上の化学物質
、および、放射線から成る群から選択される１つ以上の消毒薬を適用する工程を含む、請
求項１から１２までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　上記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を伝送する上記工程は、上記１つ以上の消毒インジケータを再設定せよと
する１つ以上の命令を伝送する工程を含む、請求項１から１３までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１５】
　請求項１から１４までのいずれか１項に記載の方法を実行する手段を含むシステム。
【請求項１６】
　請求項１から１４までのいずれか１項に記載の方法を実行する上記手段は回路を含む、
請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　請求項１から１４までのいずれか１項に記載の方法を実行する上記手段はロジックを含
む、請求項１５に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
〔関連出願に対する相互参照〕
　本出願は、以下に挙げられている（複数の）出願（“関連出願”）に由来する最先の有
効な出願完了日の利益に関連し、かつ当該利益を主張する（例えば、仮特許出願以外に関
する最先の有効な優先日を主張するか、または仮特許出願に関して、関連出願のあらゆる
およびすべての親出願、祖父出願、曽祖父出願などに関して、合衆国法典第３５巻第１１
９条の（ｅ）に基づく特権を主張する）。
【０００２】
〔関連出願〕
　ＵＳＰＴＯの法的要件外の目的において、本出願は、米国特許出願（第１１／３９６，
２５６号、発明の名称：消毒方法およびシステム、発明者としてEdward K. Y. Jung、Roy
ce A. Levien、Robert W. Lord、Mark A. Malamud、John D. Rinaldo, Jr.、およびLowel
l L. Wood, Jr.を指定、２００６年３月３１日出願）の一部継続出願を構成する。
【０００３】
　ＵＳＰＴＯの法的要件外の目的において、本出願は、米国特許出願（第１１／４１１，
２０７号、発明の名称：消毒装置検査方法およびシステム、発明者としてRoderick A. Hy
de、Edward K. Y. Jung、Royce A. Levien、Robert W. Lord、Mark A. Malamud、John D.
 Rinaldo, Jr.、Clarence T. Tegreene、およびLowell L. Wood Jr.を指定、２００６年
４月２５日出願）の一部継続出願を構成する。
【０００４】
　ＵＳＰＴＯの法的要件外の目的において、本出願はまた、米国特許出願（第第１１／４
１４，７４３号、発明の名称：消毒ステータスを監視する方法およびそのシステム、発明
者として、Edward K. Y. Jung、Royce A. Levien、Robert W. Lord、Mark A. Malamud、J
ohn D. Rinaldo. Jr.、およびLowell L. Wood Jr.を指定、２００６年４月２８日出願）
の一部継続出願を構成する。
【０００５】
　米国特許局（ＵＳＰＴＯ）は、（ａ）特許出願人がこれらの出願番号を参照すること、
および（ｂ）特許出願人が、出願が継続出願もしくは一部継続出願であるか否かを示すこ
とを、ＵＳＰＴＯのコンピュータプログラムが必要とするという意味についての通知を公
開している。Stephen G. Kunin、先に提出した出願の利益者、２００３年３月１８日のＵ
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ＳＰＴＯ公報、
 http://www.uspto.gov/web/offices/com/sol/og/2003/weekll/patbene.htm
より入手可能。本出願人の団体は、法令によって述べられているように優先権が主張され
ている（複数の）出願に対する上記の特定の参照を与えている。出願人の団体は、法令が
特定の基準言語において明瞭であり、かつ米国特許出願に対する優先権の主張のために、
出願番号またはあらゆる説明（例えば、“継続出願”または“一部継続出願”）のいずれ
かを必要としないことを理解する。前記のものに逆らうことなく、出願人の団体は、ＵＳ
ＰＴＯのコンピュータプログラムが、特定のデータ入力要求を有することを理解し、かつ
それ故に、出願人の団体は、上記のその親出願の一部継続出願として本出願を指定してい
るが、当該指定が、本出願がその（複数の）親出願の内容に加えてあらゆる新たな内容を
含むか否かについて、あらゆる種類の所見および／または自認として決して解釈されるべ
きではないことを特に指摘する。
【０００６】
　関連出願の内容のすべて、および関連出願のあらゆるすべての親出願、祖父出願、曽祖
父出願などの内容は、当該内容が本明細書と矛盾しない範囲において、引用によって本明
細書に組み込まれる。
【０００７】
〔技術分野〕
　本開示内容は、保健医療および製造設備といった多くの状況の範囲内において用いられ
得る消毒方法およびそのシステムに関する。
【０００８】
〔要約〕
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物に１つ以上の消毒薬を適用する工程と、上
記１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに１つ以上の信号を伝
送する工程とを含む方法を提供する。上記に加えて、方法の他の局面が、本開示内容の一
部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には記載されている。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する工程と、該１つ以上の信号に応じて、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以
上の消毒インジケータを再設定する工程とを含む方法を提供する。上記に加えて、方法の
他の局面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には記載され
ている。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物に１つ以上の消毒薬を適用する回路と、該
１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以
上の信号を伝送する回路とを含むシステムを提供する。上記に加えて、システムの他の局
面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には記載されている
。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する回路と、該１つ以上の信号に応じて、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以
上の消毒インジケータを再設定する回路とを含むシステムを提供する。上記に加えて、シ
ステムの他の局面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には
記載されている。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物に１つ以上の消毒薬を適用する手段と、該
１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以
上の信号を伝送する手段とを含むシステムを提供する。上記に加えて、システムの他の局
面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には記載されている
。
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【００１３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケ
ータに関連付けられる１つ以上の信号を受信する手段と、該１つ以上の信号に応じて、１
つ以上の消毒インジケータを再設定する手段とを含むシステムを提供する。上記に加えて
、システムの他の局面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文
には記載されている。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする工程と、該１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒イン
ジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する工程とを含む方法を提供する。上記
に加えて、方法の他の局面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および
本文には記載されている。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
号を受信する工程と、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の対象物に
１つ以上の消毒薬を適用する工程とを含む方法を提供する。上記に加えて、方法の他の局
面が、本開示内容の一部を形成する特許請求の範囲、図面および本文には記載されている
。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、関連付けられるシステムは、ここに引用する方法の局面に効
果的な回路および／またはプログラムを含むが、これに限定されることはない。この回路
および／またはプログラムは、実質的には、システム設計者が設計の選択に応じて、ここ
に引用する方法の局面に効果的であるように構成されたハードウェア、ソフトウェア、お
よび／または、ファームウェアと組み合わせることが可能である。上記に加えて、本願の
一部を構成する、特許請求の範囲、図面、および／または、明細書にはシステムの他の局
面も記載する。
【００１７】
　本要約は、説明することだけのためのものであり、何ら限定されることを意図したもの
ではない。上記において説明した局面、実施形態、および、特徴に加えて、さらなる局面
、実施形態、および、特徴が、本図面、特許請求の範囲、および、以下の詳細な説明を参
照することによって明らかとなろう。
【００１８】
〔図面の簡単な説明〕
　図１は、実施形態が実施され得る例示的なシステム１００を示す図である。
【００１９】
　図２は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００２０】
　図３は、図２の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００２１】
　図４は、図２の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００２２】
　図５は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００２３】
　図６は、図５の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００２４】
　図７は、図５の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００２５】
　図８は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００２６】
　図９は、図８の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
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【００２７】
　図１０は、図８の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００２８】
　図１１は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００２９】
　図１２は、図１１の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００３０】
　図１３は、図１１の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【００３１】
　図１４は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００３２】
　図１５は、消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【００３３】
　以下の詳細な説明では、本明細書の一部を構成する添付の図面を参照する。図面では、
類似の記号は、他の指摘がない限り、典型的に類似の部材を示すものである。本詳細な説
明、図面、および、特許請求の範囲に記載された実施形態は、決して限定することを意味
するものではない。ここに示す対象の原理または範囲から逸脱することなく、他の実施形
態を用いても良いし、他の変更を行っても良い。
【００３４】
　本明細書には様々な局面および実施形態について開示したが、その他の局面および実施
形態も当業者には明らかであろう。ここに開示される様々な局面および実施形態は、説明
のためのものであって、且つ、決して限定することを意図するものではない。実際の範囲
および原理については、後の特許請求の範囲に示すものとする。
【００３５】
　図１は、実施形態が実施され得る例示的なシステム１００を示す図である。いくつかの
実施形態では、システム１００は、消毒方法を提供するように動作可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上
の対象物１０６に適用することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象
物１０６には、１つ以上の消毒インジケータ１０８が関連付けられている。いくつかの実
施形態では、１つ以上の信号１１０が、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けら
れており、いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニット
１０２に関連付けられている。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ
以上の記録ユニット１１２に関連付けられている。いくつかの実施形態では、１つ以上の
信号１１０は、１つ以上の制御ユニット１１４と関連付けられている。いくつかの実施形
態では、システム１００は、１人以上のユーザ１１８に、ユーザインタラクション１１６
を提供する。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１８は、１つ以上の消毒イン
ジケータ１０８と作用する。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１８は、１つ
以上の制御ユニット１１４と作用する。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１
８は、１つ以上の記録ユニット１１２と作用する。いくつかの実施形態では、１人以上の
ユーザ１１８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と作用する。いくつかの実施形態では、
１人以上のユーザ１１８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８、１つ以上の制御ユニッ
ト１１４、１つ以上の記録ユニット１１２、１つ以上の消毒ユニット１０２、および／ま
たは、これらの実質的に任意の組み合わせと作用する。
【００３６】
〔消毒ユニット〕
　システム１００は、１つ以上の消毒ユニット１０２を含むことが可能であり、いくつか
の実施形態では、この１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ
以上の対象物１０６に適用することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は放射線を放射する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニ
ット１０２は、消毒放射線を放射する。該消毒放射線は、多数の種類の源から放射され得
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る。該多数の種類の源には、コバルト６０源からの放射、１つ以上の周波数が４倍にされ
たＮｄＹＡＧ／ガラスレーザ（ネオジムがドープされたイットリウムアルミニウムガーネ
ット（Ｎｄ：Ｙ3ＡＩ5０12））から放射されるコヒーレント光、エキシマレーザ、周波数
が４倍にされたダイオードポンプ式ソリッドステート（ＤＰＳＳ）レーザ、１つ以上の低
圧水銀共鳴ランプから放射される非コヒーレント光、可変同調形色素レーザからの放射な
どが含まれるが、これらに限定されることはない。従来技術では、消毒放射線源が公知で
あり、市販されている（XENON Corporation, Wilmington, MA; Big Sky Laser Technolog
ies, Inc., Bozeman, MT; Enhance-It, LLC, Hilton Head Island, SC 29926; Advanced 
Sterilization Products, Irvine, CA 92618; Coherent Inc., Santa Clara, CA 95054）
。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒放射線をほぼ一定に
放射することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は
、消毒放射線をパルスとして放射する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニッ
ト１０２は、紫外線および／またはガンマ放射線といった多数の種類の消毒放射線、およ
び／または、これら消毒放射線の組み合わせを放射することが可能である。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１００ナノメートルと４００ナノメート
ルとの間の波長を有する紫外線、および／または、１００ナノメートルと４００ナノメー
トルとの間の波長の実質的に任意の組み合わせを有する紫外線を放射することが可能であ
る。他の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１８０ナノメートルと３００
ナノメートルとの間の波長を有する紫外線、および／または、１８０ナノメートルと３０
０ナノメートルとの間の波長の実質的に任意の組み合わせを有する紫外線を放射すること
が可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、２５５ナノ
メートルと２８０ナノメートルとの間の波長を有する紫外線、および／または、２５５ナ
ノメートルと２８０ナノメートルとの間の波長の実質的に任意の組み合わせを有する紫外
線を放射することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０
２は、２５０ナノメートルと２８０ナノメートルとの間の波長を有する紫外線、および／
または、２５０ナノメートルと２８０ナノメートルとの間の波長の実質的に任意の組み合
わせを有する紫外線を放射することが可能である。他の実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、紫外線を放射することが可能であり、該紫外線は、中心に揃っているが
非対称である波長、および、約２６５ナノメートルの波長、および／または、このような
紫外線の波長の実質的に任意の組み合わせの波長を有する。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、放射線の１つ以上の波長の放射を排除することが可能で
ある。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒ユニット
１０２において設定されたパラメータに従って消毒放射線を放射することが可能である。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒ユニット１
０２が受信した１つ以上の信号１１０内に含まれる命令に従って消毒放射線を放射するこ
とが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上
の消毒ユニット１０２において設定されたパラメータと１つ以上の消毒ユニット１０２が
受信した１つ以上の信号１１０内に含まれる命令とに従って消毒放射線を放射することが
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２からの消毒放射線
の放射を、開始および停止させるか、集中的に変調させるか、一時停止させるか、初期化
するか、中断するか、再開するか、操縦するか、成形するか、予めプログラムされたスケ
ジュール、ルーチン、または、順番に従うようにプログラムするか、または、これら実質
的に任意の組み合わせを行うことが可能である。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の形状の非消毒
放射線を放射することが可能である。このような非消毒放射線の例には、可視光、赤外線
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【００４０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒ユニット
１０２から放射された放射線を操縦することが可能である。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒ユニット１０２から放射された放射線を
成形することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は
、１つ以上の消毒ユニット１０２から放射された放射線を操縦および成形することが可能
である。紫外線のような放射された放射線を操縦および／または成形するために用いられ
る方法およびシステムは公知である（つまり、ＵＳ特許出願番号第２００３００８１．２
９３号：「Optical communications system and method」、ＵＳ特許出願番号第２００２
０１５８８１４号：「Electronically scanned beam display」、ＵＳ特許第６，７５５
，５３６号：「System and method for displaying/projecting a color image」、ＵＳ
特許第６，９３７，２２１号：「Scanned beam display」、ＵＳ特許第５，５５７，４４
４号：「Miniature optical scanner for a two axis scanning system」、これら全ては
引用によって本明細書に組み込まれる）。すなわち、いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、スプリングプレートに搭載された移動鏡を含む。該移動鏡は、
強磁性体と共に搭載されており、該強磁性体は電磁石コイル対によって駆動され、上記鏡
に原動力を提供する。駆動エレクトロニクスが電気信号を供給して上記コイルを動作させ
、これによって上記鏡を移動させることが可能である。あるいは、上記移動鏡は、旋回軸
に設けられて、誘導性コイルによって駆動されることも可能である。動作中には、１つ以
上の消毒ユニット１０２は、放射線を放射し、該放射線が鏡に当たると共に該鏡から１つ
以上の対象物１０６内に偏光する。この偏光した放射線の経路は、上記コイルを動作させ
ることによって上記鏡を移動させる駆動エレクトロニクスを動作させることによって制御
可能である。１つ以上の消毒ユニット１０２から放射された放射線のような放射線を操縦
して成形するために、他にも多数の方法およびシステムが用いられる。
【００４１】
〔消毒薬〕
　システム１００は、１つ以上の消毒薬１０４を含む。システム１００の中では、多数の
種類の消毒薬１０４が用いられ得る。このような消毒薬１０４の例には、紫外線、ガンマ
放射線、音波放射、化学物質、赤外線、蒸気、ガスなどが挙げられるが、これらに限定さ
れることはない。多数の種類の消毒薬１０４が公知であり、市販されている。このような
消毒薬１０４のさらなる例には、アルコール、エチレンオキシド、オゾン、オゾン処理水
、紫外線、ガンマ放射線、熱、蒸気、熱および圧力、塩素、アンモニアなどが挙げられる
が、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬１０４
の独自性は、消毒される１つ以上の対象物１０６の独自性および／または特徴に応じて特
定され得る。例えば、いくつかの実施形態では、ガスである消毒薬１０４を１つ以上の対
象物１０６に適用可能である。他の実施形態では、紫外線を消毒薬１０４として用いて１
つ以上の対象物１０６を消毒することが可能である。従って、１つ以上の消毒ユニット１
０２は、消毒される１つ以上の対象物１０６の特徴に応じて、１つ以上の消毒薬１０４を
適用可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬１０４を使用することによ
って死滅、不活性化、および／または、解毒させる汚染菌の種類に基づいて、１つ以上の
消毒薬１０４を選択することが可能である。このような汚染菌の例には、バクテリア、菌
、ウィルス、胞子、細菌、卵などが挙げられるが、これらに限定されることはない。１つ
以上の汚染菌を消毒、死滅、不活性、および／または、解毒するために、１つ以上の対象
物１０６に１つ以上の消毒薬１０４を適用する量および時間は、標準的なプロトコルを使
用することによって容易に決定することが可能である。表１には、多数の種類の汚染菌の
紫外線用放射パラメータの例を示す。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
〔対象物〕
　システム１００の中では、多数の種類の対象物１０６が用いられ得る。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用しない。このよう
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な対象物１０６の例には、人間、人間でない動物、植物、医療機器、調理器具、食品貯蔵
装置、製剤処方装置、食品包装装置、調理装置、食器、歯科用機器などが挙げられるが、
これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は人
体の一部以上を含む。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は、１
つ以上の手、腕、足、脚、および、実質的にはこれらの任意の組み合わせを含む。いくつ
かの実施形態では、上記人体の一部以上は覆われている。例えばいくつかの実施形態では
、１つ以上の手は手袋で覆われている。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０
６は、包装材料内に包含されている。
【００４４】
〔消毒インジケータ〕
　システム１００の中では、多数の種類の消毒インジケータ１０８が用いられ得る。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６に
物理的に連結されていて良い。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８は、１つ以上の対象物１０６とは物理的に連結されていない。例えば、いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８
が関連付けられる１つ以上の対象物１０６から遠隔の１つ以上の位置に配置されていて良
い。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物
１０６と物理的に連結され、且つ、１つ以上の消毒インジケータは、１つ以上の消毒イン
ジケータが関連付けられる１つ以上の対象物１０６から隔てられている。
【００４５】
　消毒インジケータ１０８には多数の技術が用いられ得る。このような技術の例には、蛍
光指示薬、高周波信号１１０、磁気特性、化学指示薬の変色、光信号１１０、バーコード
などが挙げられるが、これらに限定されることはない。このような検知方法の使用は公知
であり、既に開示されている（米国特許第６，４８５，９７９号：「Electronic system 
for tracking and monitoring articles to be sterilized and associated method」、
この特許は引用によって本明細書に組み込まれる）。
【００４６】
　消毒インジケータ１０８は、多数の構成に設定可能である。例えばいくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、ブレスレット、指輪、身分証明書、バッジ
、手袋、足部を覆うもの、上着、スタンプ（例えば、磁性染料または蛍光染料を含むスタ
ンプ）として、構成されていて良い。いくつかの実施形態では、消毒インジケータ１０８
は、使い捨てのインジケータとして構成されていて良い。例えば、いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、人間の手首のような対象物に付着すると容易
に壊れる接合部を形成するブレスレットとして構成されていて良い。従って、いくつかの
実施形態では、上記ブレスレットは、使用後に上記対象物から取り外すと、壊れて利用不
可能になる。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は再利用可能
である。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ
以上の再利用可能な手袋の中に含まれていて良い。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニ
ット１０２と通信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８は、１つ以上の制御ユニット１１４と通信可能である。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２と通信可能である。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１人以上のユーザ１１
８に、ユーザインタラクション１１６を提供する。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒インジケータ１０８は１つ以上の信号１１０を伝送する。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０を受信すると
共に１つ以上の信号１１０を伝送することが可能である。
【００４８】
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〔信号〕
　システム１００は、１つ以上の信号１１０を含む。この１つ以上の信号１１０は、多数
の種類の情報を含むことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０
は、１つ以上の消毒ユニット１０２に対して、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象
物１０６に適用せよとする１つ以上の命令を含むことが可能である。いくつかの実施形態
では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニット１０２に対して、１つ以上の消
毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することを回避せよとする１つ以上の命令を
含むことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の
消毒ユニット１０２に対する、１つ以上の消毒プロトコルに従えとする１つ以上の命令に
関連付けられている。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の対
象物１０６に割り当てられた１つ以上の消毒ステータスに関連付けられている。いくつか
の実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物
１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられている。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニット１０２に
伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニッ
ト１０２から伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上
の消毒インジケータ１０８に伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１
０は、１つ以上の消毒インジケータ１０８から伝送される。いくつかの実施形態では、１
つ以上の信号１１０は、１つ以上の記録ユニット１１２に伝送される。いくつかの実施形
態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の制御ユニット１１４から伝送される。いく
つかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の制御ユニット１１４に伝送さ
れる。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の対象物１０６に物理的
に連結された１つ以上の消毒インジケータ１０８から、１つ以上の消毒ユニット１０２に
伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の対象物１０
６に物理的に連結されていない１つ以上の消毒インジケータ１０８から、１つ以上の消毒
ユニット１０２に伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ
以上の対象物１０６から遠隔にある１つ以上の消毒インジケータ１０８から、１つ以上の
消毒ユニット１０２に伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、
１つ以上の消毒ユニット１０２から、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結された１つ
以上の消毒インジケータ１０８に伝送される。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号
１１０は、１つ以上の消毒ユニット１０２から、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結
されていない１つ以上の消毒インジケータ１０８に伝送される。いくつかの実施形態では
、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニット１０２から、１つ以上の対象物１０
６から遠隔にある１つ以上の消毒インジケータ１０８に伝送される。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の記録ユニット１１２に
関連付けられている。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の制
御ユニット１１４に関連付けられている。いくつかの実施形態では、１つ以上の信号１１
０は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられている。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の信号１１０は、１つ以上の消毒ユニット１０２に関連付けられている。
【００５２】
　多数の種類の信号が伝送され得る。このような信号の例には、有線信号、無線信号、赤
外線信号、光信号、無線周波数（ＲＦ）信号、聴覚信号、デジタル信号、アナログ信号、
または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることは
ない。
【００５３】
　システム１００は、１つ以上の記録ユニット１１２を含んで良い。いくつかの実施形態
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では、１つ以上の記録ユニット１１２は、１つ以上の消毒ユニット１０２、１つ以上の消
毒インジケータ１０８、１人以上のユーザ１１８、１つ以上の制御ユニット１１４、およ
び／または、これらの実質的に任意の組み合わせと通信している。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の記録ユニット１１２は、１人以上のユーザ１１８によるユーザインタラク
ション１１６を提供する。いくつかの実施形態では、１つ以上の記録ユニット１１２は、
１つ以上の信号１１０を受信することが可能である。１つ以上の記録ユニット１１２は、
多数の種類の情報を記録することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の記
録ユニット１１２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒プロトコ
ルに関連付けられる情報を記録する。いくつかの実施形態では、１つ以上の記録ユニット
１１２は、１つ以上の対象物１０６が消毒される１つ以上の時間を記録し、いくつかの実
施形態では、１つ以上の記録ユニット１１２は、１つ以上の対象物１０６に用いられた１
つ以上の消毒薬１０４の独自性を記録する。いくつかの実施形態では、１つ以上の記録ユ
ニット１１２は、１つ以上の対象物１０６が消毒された際の強度を記録する。いくつかの
実施形態では、１つ以上の記録ユニット１１２は、１つ以上の対象物１０６が消毒される
頻度を記録する。多くの種類の記録ユニット１１２が用いられ得る。このような記録装置
の例には、多くの種類のメモリ、光ディスク、磁気ディスク、磁気テープなどが挙げられ
るが、これらに限定されることはない。
【００５４】
〔制御ユニット〕
　システム１００は、１つ以上の制御ユニット１１４を含んでいることが可能である。制
御ユニット１１４は、多数のデバイスに連結され、システム１００によるデバイスの制御
を提供している。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の制御ユニット１１４は１
つ以上のドアロックに連結されて、１つ以上の対象物１０６が１つ以上の区域の中に入る
か、または、該区域から出る事を可能にしている。いくつかの実施形態では、１つ以上の
制御ユニット１１４は、１つ以上のデバイスの使用を制御するスイッチとして設計されて
いて良い。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上の制御ユニット１１４は、医療装置
が消毒されている場合のみ動作可能であるように、医療装置内にインストールされている
。
【００５５】
〔ユーザインタラクション〕
　システム１００は、ユーザインタラクション１１６を備えていることが可能である。い
くつかの実施形態では、ユーザ１１８は、１つ以上の消毒ユニット１０２、１つ以上の記
録ユニット１１２、１つ以上の制御ユニット１１４、１つ以上の消毒インジケータ１０８
、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせと作用することが可能である。こ
のようなインタラクションには、１つ以上の対象物１０６の消毒に関する、１つ以上の消
毒薬１０４の時間、場所、期間、強度、優先度、独自性、および／または、これらの実質
的に任意の組み合わせについての命令を入力することが含まれるが、これに限定されるこ
とはない。
【００５６】
　ユーザ１１８は、多数の技術を使用することによって作用することが可能である。例え
ば、ユーザインタラクション１１６は、キーボードの使用のような有線の方法、インター
ネットの使用、無線の方法の使用等によって行われ得る。いくつかの実施形態では、ユー
ザ１１８は人である。いくつかの実施形態では、ユーザ１１８は人でない。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、消毒方法は、１つ以上の対象物１０６を完全に消毒する工程
、および／または、１つ以上の対象物１０６を部分的に消毒する工程を含む。他の実施形
態では、上記方法は、１つ以上の対象物１０６の消毒を回避する工程を含む。いくつかの
実施形態では、上記方法は、１つ以上の対象物１０６を消毒する工程を含む。
【００５８】
　図２は、消毒方法の実施に関する動作の例を示す動作フロー２００である。図２、およ
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び、消毒方法を行う間に用いられる様々な動作の例を含む以下の図では、図１の上述の例
に関して、および／または、他の例および他の状況に関して、考察および説明するもので
ある。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況において、および／また
は、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。また、様々な動作を説
明する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順番でまたは同時に、実
施しても良いことは明らかであろう。
【００５９】
　開始動作の後、動作フロー２００は適用動作２１０を含み、この適用動作２１０は、１
つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用することを包含する。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６
に適用することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
は可動性であり得る。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は
、病院、食品加工施設、製薬施設、歯科医院などといった施設中を移動可能なカート上に
配置され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は固定されてい
て良い。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、病院、食品
加工施設、製薬施設、歯科医院などの壁に取り付けられ得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類の消毒薬１０４を
１つ以上の対象物１０６に適用することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用
することが可能である。１つ以上の消毒ユニット１０２は、多数の種類の消毒薬１０４を
１つ以上の対象物１０６に適用することが可能である。このような消毒薬１０４の例には
、紫外線、ガンマ放射線、音波放射、化学物質、赤外線、蒸気、ガスなどが挙げられるが
、これらに限定されることはない。多数の種類の消毒薬１０４が公知であり、市販されて
いる。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒薬でないさらなる材
料を１つ以上の対象物１０６に適用して良い。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６を水ですすぐことが可能である。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６上に空
気を吹き付けて、１つ以上の対象物１０６を乾かすことが可能である。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒インジケータ１０８を１つ以
上の対象物１０６に用いて、１つ以上の対象物１０６が消毒されたことを表示することが
可能である。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以
上の対象物１０６を消毒した後に、染料である１つ以上の消毒インジケータ１０８を１つ
以上の対象物１０６に適用する。
【００６２】
　１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を多数の種類の対象物１０
６に適用する。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は医療機器である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は歯科用機器である。いくつかの実施形
態では、１つ以上の対象物１０６は人間である。いくつかの実施形態では、１つ以上の対
象物１０６は人間の一部である。例えばいくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０
６は人間の手である。従って、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０
４を１人以上の人間の手に用いることが可能である。
【００６３】
　動作フロー２００はまた伝送動作２２０を含む。該伝送動作には、１つ以上の対象物に
関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する
ことが含まれる。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上
の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号
を伝送する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の信
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号１１０を、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結された１つ以上の消毒インジケータ
１０８に伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、
１つ以上の信号１１０を、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結されていない１つ以上
の消毒インジケータ１０８に伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に用いられた１種類または多数の種類の消毒
薬１０４に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１
０６に適用される頻度に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以
上の対象物１０６に適用された際の強度に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可
能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象
物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されたことを表示する１つ以上の信号１１
０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ
以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されたことを表示する１つ以上
の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット０２
は、１つ以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されなかったことを表
示する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒ステータスを１つ以上の対象物１０６に関連付ける
１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニ
ット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１
０８の消毒ステータスを変更する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付
けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる１つ以上の信号
１１０を伝送する。
【００６４】
　図３は、図２の例示的な動作フロー２００の代替可能な一実施形態を示す図である。図
３は、適用動作２１０が少なくとも１つの追加動作を含み得る場合の実施形態の例を示す
図である。追加動作は、動作３０２、動作３０４、動作３０６、動作３０８、動作３１０
、および／または、動作３１２を含み得る。
【００６５】
　動作３０２では、適用動作２１０は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以
上の消毒インジケータ１０８を検知することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒
インジケータ１０８を検知することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジ
ケータ１０８が存在することを検知することが可能である。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消
毒インジケータ１０８が存在しないことを検知することが可能である。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、どの種類の消毒薬１０４を１つ以上の対象物
１０６に適用するかを判断することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、どの種類の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用しない
かを判断することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０
２は、消毒プロトコルに従って１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用
するかどうかを判断することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する際の強度
を判断することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する頻度を判断することが
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消
毒薬１０４が最後に１つ以上の対象物１０６に適用されたのはいつであったかを判断する
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ことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以
上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する必要があるのはいつかを判断する
ことが可能である。
【００６６】
　動作３０４では、適用動作２１０は、光、１つ以上の化学物質、および、放射線から成
る群から選択される１つ以上の消毒薬１０４を適用することを含み得る。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、光、１つ以上の化学物質、および、放射線
から成る群から選択される１つ以上の消毒薬１０４を適用する。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒ユニット１０２は、光を含む１つ以上の消毒薬１０４を適用可能である
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は消毒光を適用する。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は紫外線を適用可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、非消毒光を適用可能である。例えば
、いくつかの実施形態では、可視光が１つ以上の対象物１０６に適用可能である。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の化学物質を含む１つ以
上の消毒薬１０４を適用する。多数の種類の化学物質が、１つ以上の消毒ユニット１０２
によって適用され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６を消毒しない
１つ以上の化学物質が適用され得る。例えば、いくつかの実施形態では、消毒インジケー
タ１０８である１つ以上の化学物質が１つ以上の対象物１０６に適用され得る。いくつか
の実施形態では、１つ以上の対象物１０６を消毒しないで１つ以上の対象物１０６を洗浄
する１つ以上の化学物質が１つ以上の対象物１０６に適用され得る。いくつかの実施形態
では、１つ以上の対象物１０６を消毒する１つ以上の化学物質が適用され得る。このよう
な化学物質の例には、アルコール、塩素、アンモニア、オゾン、エチレンオキシド、過酸
化物、酸、塩基などが挙げられるが、これらに限定されることはない。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の放射線を含む１つ以上の消毒薬
１０４を適用する。放射線の種類の例には、ガンマ放射線、赤外線、ベータ線などが挙げ
られるが、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、１種類の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用可能である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の消毒薬１０４を
１つ以上の対象物１０６に適用可能である。
【００６７】
　動作３０６では、適用動作２１０は、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人間に適用
することを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上
の消毒薬１０４を１人以上の人間に適用し得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人間の全接触可能表面に適用
し得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上
の消毒薬１０４が１人以上の人間に適用するシャワーとして構成されている。いくつかの
実施形態では、この１人以上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていて良い。いく
つかの実施形態では、この１人以上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていなくて
も良い。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬
１０４を人間の１部分以上に適用し得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の足に適用するように構成さ
れている。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒
薬１０４を１つ以上の手に適用するように構成されている。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の腕および手に適用
するように構成されている。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の１部分以上は、
衣服または他の保護服で覆われていて良い。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の
１部分以上は、衣服または他の保護服で覆われていななくても良い。
【００６８】
　動作３０８では、適用動作２１０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手袋に覆わ
れた１つ以上の手に適用することを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニ
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ット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手袋に覆われた１つ以上の手に適用
する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１
０４を１つ以上の手の上に適用するための手用消毒器として構成されている。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の手袋を１つ以上の手にはめ
るように構成されている。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の手は、１つ以上
の消毒ユニット１０２内に配置され、該消毒ユニットにおいて、１つ以上の消毒ユニット
１０２によって１つ以上の手に手袋がはめられ得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２内に配置された１つ以上の手一面に、ゴム手袋が伸び得る。他の実
施形態では、合成物を形成する１つ以上の被膜を１つ以上の手に付けることによって、１
つ以上の手袋が１つ以上の手の上に形成され得る。例えば、いくつかの実施形態では、毒
性のない塗料が１つ以上の手の上に吹き付けられて、１つ以上の手袋が形成され得る。い
くつかの実施形態では、合成物を形成する１つ以上の被膜が、手袋で覆われた１つ以上の
手に付けられる。例えば、各１つ以上の手は、合成物を形成する１つ以上の被膜が付けら
れるラテックスの手袋に覆われていてよい。いくつかの実施形態では、１つ以上の手を覆
うために金属化された手袋が用いられる。金属化された手袋の多くの例が公知であり、市
販されている（すなわち、Newtex Industries，Inc.，Victor，New York）。１つ以上の
手は、１つ以上の手袋で覆われていて良く、該手袋は、１つ以上の手を、該１つ以上の手
に適用される１つ以上の消毒薬１０４から保護している。
【００６９】
　動作３１０では、適用動作２１０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上のインジケー
タ手袋に覆われた１つ以上の手に適用することを含む。いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒ユニット１０２は、１つ以上のインジケータ手袋に覆われた１つ以上の手に１つ
以上の消毒薬１０４を適用し得る。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手
袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたかどうかを示
す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４
が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたのはいつであったかを示す。いくつかの実施
形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、どんな種類の消毒薬１０４が１つ以上のイン
ジケータ手袋に適用されたかを示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ
手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用される必要がある
かどうかを示す。インジケータ手袋の製造には、多数の技術が用いられ得る。いくつかの
実施形態では、インジケータ手袋内には、紫外線に当たると発光する燐光性染料が含まれ
得る。従って、いくつかの実施形態では、インジケータ手袋を照射した紫外線の強度を示
すために、このようなインジケータ手袋が用いられ得る。いくつかの実施形態では、この
ようなインジケータ手袋は、インジケータ手袋が最後に紫外線の照射を受けたのはいつで
あったかを示すために用いられ得る。いくつかの実施形態では、インジケータ手袋は、消
毒されると変色する１つ以上の化学物質を含み得る。このような化学物質は公知であり、
市販されている（すなわち、JP Laboratories，Inc.，Middlesex，NJ）。いくつかの実施
形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒インジケータ１０８を含み得
る。
【００７０】
　動作３１２では、適用動作２１０は、１つ以上のプロトコルに従って１つ以上の消毒薬
１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することを含む。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上のプロトコルに従って１つ以上の消毒薬１０４を
１つ以上の対象物１０６に適用する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒プロトコ
ルは、１つ以上の対象物１０６に関連付けられていてよい。いくつかの実施形態では、消
毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適用される消毒放射光の即時性、潜伏時間、
強度、および、時間積分強度を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコ
ルは、１つ以上の対象物１０６に適用される１種類以上の消毒薬１０４を特定可能である
。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適用されない
１種類以上の消毒薬１０４を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコル
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は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用される頻度を特定可能であ
る。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１種類以上の消毒薬１０４が１つ以上
の対象物１０６に適用される際の強度および／または濃度を特定可能である。多数の消毒
プロトコルを、１つ以上の対象物１０６に割り当てて良い。いくつかの実施形態では、こ
のようなプロトコルは、１つ以上の対象物１０６を消毒する際の強度を特定するために用
いられ、１つ以上の対象物１０６の患者にとって危険度の高い用法および／または感染力
の高い用法を突き止めて、このような対象物１０６が厳重および／または頻繁に消毒処理
を受けることを確実にすることが可能である。従って、いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と通信して、１つ以上の
対象物１０６が消毒プロトコルに従って消毒されたかどうかを判断することが可能である
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１
０６が最後に消毒されてからどれくらい経ったかを示すことが可能である。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と通
信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを示す。他の実
施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６内に含まれ
る１つ以上の燐光性の材料から燐光性の光を発光して、１つ以上の対象物１０６が最後に
消毒されたのはいつであったかを示すことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２と通信して、１つ以上
の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを示すことが可能である。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０
２と通信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを判断す
ることが可能である。
【００７１】
　図４は、図２の例示的な動作フロー２００の他の代替可能な一実施形態を示す図である
。図４は、伝送動作２２０が少なくとも１つの追加動作を含んでいる場合の例示的な実施
形態を示す図である。追加動作は、動作４０２、動作４０４、および／または、動作４０
６を含む。
【００７２】
　動作４０２では、伝送動作２２０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０
６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信
号１１０を転送することを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０
２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに関連付けられ
る１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送する。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６を消毒するた
めに用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度
、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１
つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせに関連付けら
れる１つ以上の信号１１０を伝送する。
【００７３】
　動作４０４では、伝送動作２２０は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる
１つ以上の信号１１０を伝送することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる１つ以上の信号
１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、
１つ以上の制御ユニット１１４に動作するように命令する１つ以上の信号１１０を伝送可
能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御
ユニット１１４に動作しないように命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒インジケータ
１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許可す
るように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能で
ある。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒イン
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ジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ること
を許可しないように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を
伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上
の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間か
ら出て行くことを許可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の
信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ
以上の空間から出て行くことを許可しないように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令
する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
ユニット１０２は、１つ以上の信号１１０を１つ以上のデバイスに伝送可能である。該デ
バイスは、該デバイスの動作を制御する１つ以上の制御ユニット１１４を含む。
【００７４】
　動作４０６では、伝送動作２２０は、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる
１つ以上の信号１１０を伝送することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２が、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ以上の信号
１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、
１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従ってい
ることを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６
が消毒プロトコルに従っていないことを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１１
２に、１つ以上の空間について１つ以上の対象物１０６の動きを示す１つ以上の信号１１
０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ
以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上のパラ
メータを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。１つ以上の対象物１０６に関連付
けられる多数のパラメータが、伝送され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに
関連付けられるパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送する。このよう
なパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒するために用いられた、適用の１
つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の１つ以上の持続時
間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１つ以上のプロトコル、およ
び／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されるこ
とはない。
【００７５】
　図５は、消毒方法の実施に関する動作の例を示す動作フロー５００を示す図である。図
５、および、消毒方法を実施する間に用いられる様々な動作例を含むこれに続く図では、
図１の上記した実施例に関して、および／または、他の実施例および状況に関して、考察
および説明するものである。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況に
おいて、および／または、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。
また、様々な動作を説明する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順
番でまたは同時に、実施しても良いことは明らかであろう。
【００７６】
　開始動作の後、動作フロー５００は受信動作５１０を含み、この受信動作５１０は、１
つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を受信することを包含する。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１
０２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結されている。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０
６に物理的に連結されていない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、１つ以上の対象物１０６に適用された消毒薬１０４の種類に関連付けられる１
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つ以上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジ
ケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用された頻度に
関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に
適用された際の強度に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６が既に
１つ以上のプロトコルに従って消毒されたことを示す１つ以上の信号１１０を受信可能で
ある。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象
物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されたことを示す１つ以上の信号１１０を
受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ
以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されていないことを示す１つ以
上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケー
タ１０８は、１つ以上の消毒ステータスを１つ以上の対象物１０６に関連付ける１つ以上
の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８
は、１つ以上の消毒インジケータ１０８の消毒ステータスを変更する１つ以上の信号１１
０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、
１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信可能である
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の制御ユニ
ット１１４に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信可能である。
【００７７】
　動作フロー５００はまた再設定動作５２０を含み、この再設定動作５２０は、上記１つ
以上の信号に基づいて１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータを
再設定することを包含する。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６に関連付
けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の信号１１０に基づいて再設定
し得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消
毒ユニット１０２から１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４から１つ以上の信号１
１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ
以上の記録ユニット１１２から１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上のユーザインタラクション１１６か
ら１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８が関連付けられる１つ以上の対象物１
０６が消毒されたことを示すために再設定される。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８が関連付けられる１つ以
上の対象物１０６が消毒されていないことを示すために再設定される。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８が関
連付けられる１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒ステータスを示す
ために再設定される。
【００７８】
　図６は、図５の例示的な動作フロー５００の代替可能な一実施形態を示す図である。図
６は、受信動作５１０が少なくとも１つの追加動作を含み得る場合の例示的な実施形態を
示す。追加動作は動作６０２を含み得る。
【００７９】
　動作６０２では、受信動作５１０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０
６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信
号１１０を受信することを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに関連付け
られる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信する。多数の
パラメータが受信され得る。このようなパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を
消毒するために用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ
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以上の頻度、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用
に用いる１つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせが
挙げられるが、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒インジケータ１０８は、非消毒ステータスを示すように１つ以上の消毒インジケータ１
０８に命令する１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に消毒ステータスを示す
ように命令する１つ以上の信号１１０を受信する。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６を消毒する必要があるのはいつかを
示すように１つ以上の消毒インジケータ１０８に命令する１つ以上の信号１１０を受信す
る。
【００８０】
　図７は、図５の例示的な動作フロー５００の代替可能な一実施形態を示す図である。図
７は、再設定動作５２０が少なくとも１つの追加動作を含み得る例示的な実施形態を示す
。追加動作は、動作７０２、動作７０４、および／または、動作７０６を含み得る。
【００８１】
　動作７０２では、再設定動作５２０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１
０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータを示すために、１つ以上の消
毒インジケータ１０８を再設定することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒インジケータ１０８は、消毒インジケータ１０８が関連付けられる１つ以上の対象
物１０６の消毒に関連付けられる１つ以上のパラメータを示すために再設定される。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４を
１つ以上の対象物１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関して
再設定され得る。このようなパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒するた
めに用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度
、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１
つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられる
が、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、非消毒ステータスを示すために再設定されることが可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、消毒ステータスを示すために再
設定されることが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８は、１つ以上の対象物１０６が消毒される必要のあるのはいつかを示すために再設定
されることが可能である。
【００８２】
　動作７０４では、再設定動作５２０は、１つ以上の制御ユニット１１４に１つ以上の信
号１１０を伝送することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる１つ以上の信号１１０を
伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ
以上の制御ユニット１１４に動作するように命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能で
ある。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の制御
ユニット１１４に動作しないように命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許
可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送可
能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の
消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間に入
ることを許可しないように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１
１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は
、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以
上の空間から出て行くことを許可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する
１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒イン



(21) JP 2009-532090 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

ジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象
物１０６が１つ以上の空間から出て行くことを許可しないように、１つ以上の制御ユニッ
ト１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、
１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０を１つ以上のデバイスに伝
送可能である。該デバイスは、該デバイスの動作を制御する１つ以上の制御ユニット１１
４を含む。
【００８３】
　動作７０６では、再設定動作５２０は、１つ以上の記録ユニット１１２に１つ以上の信
号１１０を伝送することを含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を
伝送する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の
記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従っていることを示
す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒イ
ンジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒
プロトコルに従っていないことを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２
に、１つ以上の空間について１つ以上の対象物１０６の動きを示す１つ以上の信号１１０
を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１
つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上のパ
ラメータを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。１つ以上の対象物１０６に関連
付けられる多数のパラメータが、伝送され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する
ことに関連付けられるパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能であ
る。このようなパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒するために用いられ
た、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の１つ
以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１つ以上のプロ
トコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに
限定されることはない。
【００８４】
　図８は、消毒方法を実施することに関連付けられる動作の例を示す動作フロー８００を
示す図である。図８は、消毒方法を実施する間に用いられる様々な動作の例を示し、上述
した図１の例に関して、および／または、他の例および状況に関して、考察および説明す
るものである。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況において、およ
び／または、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。また、様々な
動作を説明する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順番でまたは同
時に、実施しても良いことは明らかであろう。
【００８５】
　開始動作の後、動作フロー８００は動作８１０を含み、この動作８１０は、１つ以上の
消毒薬を１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を包含する。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１
０６に適用するための回路を含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１
０２は可動性であり得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１
０２は、病院、食品加工施設、製薬施設、歯科医院などといった施設中を移動可能なカー
ト上に配置され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は固定さ
れていて良い。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、病
院、食品加工施設、製薬施設、歯科医院などの壁に取り付けられ得る。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類の消毒薬を１つ以
上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、１種類以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用す
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るための回路を含み得る。１つ以上の消毒ユニット１０２は、多数の種類の消毒薬１０４
を１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。このような消毒薬１０４の
例には、紫外線、ガンマ放射線、音波放射、化学物質、赤外線、蒸気、ガスなどが挙げら
れるが、これらに限定されることはない。多数の種類の消毒薬１０４が公知であり、市販
されている。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒薬でないさらなる物
質を１つ以上の対象物１０６に適用する回路を含み得る。例えば、いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６を水ですすぐための回路
を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対
象物１０６上に空気を吹き付けて１つ以上の対象物１０６を乾かすための回路を含み得る
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８を１つ以上の対象物１０６に適用して１つ以上の対象物１０６が消毒されたこ
とを示すための回路を含み得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニ
ット１０２は、１つ以上の対象物１０６を消毒した後に、染料である１つ以上の消毒イン
ジケータ１０８を１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。
【００８８】
　１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を多数の種類の対象物１０
６に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６
は医療機器である。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は歯科用機器であ
る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６は人である。いくつかの実施形態
では、１つ以上の対象物１０６は人の一部である。例えば、いくつかの実施形態では、１
つ以上の対象物１０６は人間の手である。従って、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１
つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人間の手に適用することが可能である。
【００８９】
　動作フロー８００はまた動作８２０を含み、この動作８２０は、１つ以上の対象物に関
連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送するた
めの回路を包含する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ
以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられ
る１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の信号１１０を、１つ以上の対象物１０６に物
理的に連結された１つ以上の消毒インジケータ１０８に伝送するための回路を含み得る。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の信号１１０を、
１つ以上の対象物１０６に物理的に連結されていない１つ以上の消毒インジケータ１０８
に伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１
０２は、１つ以上の対象物１０６に適用された１種類または多数の種類の消毒薬１０４に
関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象
物１０６に適用された頻度に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路
を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消
毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用された際の強度に関連付けられる１つ以上の
信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒された
ことを示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコ
ルに従って消毒されたことを示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６
が１つ以上のプロトコルに従って消毒されなかったことを示す１つ以上の信号１１０を伝
送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
は、１つ以上の消毒ステータスを１つ以上の対象物１０６に関連付ける１つ以上の信号１
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１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニッ
ト１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０
８の消毒ステータスを変更する１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１
１２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御ユニット１１４に関
連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。
【００９０】
　図９は、図８の例示的な動作フロー８００の代替可能な一実施形態を示す図である。図
９は、適用動作８１０用の回路が少なくとも１つの追加動作を含み得る例示的な実施形態
を示す。追加動作は、動作９０２、動作９０４、動作９０６、動作９０８、動作９１０、
および／または、動作９１２を含み得る。
【００９１】
　動作９０２では、適用動作８１０用の回路は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられ
る１つ以上の消毒インジケータ１０８を検知するための回路を含み得る。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる
１つ以上の消毒インジケータ１０８を検知するための回路を含み得る。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１
つ以上の消毒インジケータ１０８が存在することを検知するための回路を含み得る。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に関連
付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８が存在しないことを検知するための回路を
含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象
物１０６に適用するための消毒薬１０４の種類を判断するための回路を含み得る。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６に適用し
ない消毒薬１０４の種類を判断するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒プロトコルに従って１つ以上の消毒薬１０４を１つ
以上の対象物１０６に適用するかどうかを判断するための回路を含み得る。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対
象物１０６に適用する際の強度を判断するための回路を含み得る。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０
６を適用する頻度を判断するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に最後に適
用されたのはいつであったかを判断するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６
に適用すべき時を判断するための回路を含み得る。
【００９２】
　動作９０４では、適用動作８１０用の回路は、光、１つ以上の化学物質、および、放射
線から成る群から選択される１つ以上の消毒薬１０４を適用するための回路を含み得る。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、光、１つ以上の化学物質、
および、放射線から成る群から選択される１つ以上の消毒薬１０４を適用するための回路
を含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、光を含む１つ以上
の消毒薬１０４を適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、消毒光を適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒ユニット１０２は、紫外線を適用するための回路を含み得る。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、非消毒光を適用するための回路を
含み得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６には可視光が適用
され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の化学
物質を含む１つ以上の消毒薬１０４を適用するための回路を含む。多数の種類の化学物質
が、１つ以上の消毒ユニット１０２によって適用され得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の対象物１０６を消毒しない１つ以上の化学物質が適用され得る。例えば、いくつ



(24) JP 2009-532090 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

かの実施形態では、１つ以上の対象物１０６には、消毒インジケータ１０８である１つ以
上の化学物質が適用され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６には、
１つ以上の対象物１０６を消毒せずに１つ以上の対象物１０６を洗浄する１つ以上の化学
物質が適用され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６を消毒する１つ
以上の化学物質が適用され得る。このような化学物質の例には、アルコール、塩素、アン
モニア、オゾン、エチレンオキシド、過酸化物、酸、塩基などが挙げられるが、これらに
限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１
種類以上の放射線を含む１つ以上の消毒薬１０４を適用する回路を含む。放射線の種類の
例には、ガンマ放射線、赤外線、ベータ線などが挙げられるが、これらに限定されること
はない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類の消毒薬を
１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に
適用するための回路を含み得る。
【００９３】
　動作９０６では、適用動作８１０用の回路は、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人
間に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット
１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人間に適用するための回路を含み得る。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を
１人以上の人間の接触可能な全表面に適用するための回路を含み得る。例えば、いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上
の人間に適用するシャワーとして構成されていて良い。いくつかの実施形態では、１人以
上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていて良い。いくつかの実施形態では、１人
以上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていなくても良い。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を人間の１部分以上に適
用するための回路を含み得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニッ
ト１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の足に適用するように構成されている。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を
１つ以上の手に適用するように構成されている。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の腕および手に適用するように
構成されている。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の１部分以上は、衣服または
他の保護服で覆われていて良い。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の１部分以上
は、衣服または他の保護服で覆われていなくても良い。
【００９４】
　動作９０８では、適用動作８１０用の回路は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手
袋で覆われた１つ以上の手に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、
１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手袋で覆われた
１つ以上の手に適用するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手の上に適用する手用消毒装
置として構成されている。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、
１つ以上の手袋を１つ以上の手に適用するための回路を含む。例えば、いくつかの実施形
態では、１つ以上の手は１つ以上の消毒ユニット１０２内に配置され、ここでは、１つ以
上の手に１つ以上の消毒ユニット１０２によって手袋がはめられ得る。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒ユニット１０２内に配置された１つ以上の手一面に、ゴム手袋が
伸び得る。他の実施形態では、合成物を形成する１つ以上の被膜を１つ以上の手に付ける
ことによって、１つ以上の手袋が１つ以上の手の上に形成され得る。例えば、いくつかの
実施形態では、毒性のない塗料が１つ以上の手の上に吹き付けられて、１つ以上の手袋が
形成され得る。いくつかの実施形態では、合成物を形成する１つ以上の被膜が、手袋で覆
われた１つ以上の手に付けられ得る。いくつかの実施形態では、例えば、各１つ以上の手
は、合成物を形成する１つ以上の被膜が付けられるラテックスの手袋に覆われていて良い
。いくつかの実施形態では、１つ以上の手を覆うために金属化された手袋が用いられる。
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金属化された手袋の多くの例が公知であり、市販されている（すなわち、Newtex Industr
ies, Inc., Victor, New York）。いくつかの実施形態では、１つ以上の手は、１つ以上
の手袋で覆われていて良く、該手袋は、１つ以上の手を、該１つ以上の手に適用される１
つ以上の消毒薬１０４から保護している。
【００９５】
　動作９１０では、適用動作８１０用の回路は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上のイ
ンジケータ手袋で覆われた１つ以上の手に適用するための回路を含み得る。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上のイ
ンジケータ手袋で覆われた１つ以上の手に適用するための回路を含み得る。いくつかの実
施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のイン
ジケータ手袋に適用されたかどうかを示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジ
ケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたのは
いつであったかを示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、どん
な種類の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたかを示す。いくつかの
実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のイ
ンジケータ手袋に適用される必要があるかどうかを示す。インジケータ手袋の製造には、
多数の技術が用いられ得る。いくつかの実施形態では、インジケータ手袋内には、紫外線
に当たると発光する燐光性染料が含まれ得る。従って、いくつかの実施形態では、このよ
うなインジケータ手袋は、インジケータ手袋を照射した紫外線の強度を示すために用いら
れ得る。いくつかの実施形態では、このようなインジケータ手袋は、インジケータ手袋が
最後に紫外線の照射を受けたのはいつであったかを示すために用いられ得る。いくつかの
実施形態では、インジケータ手袋は、消毒されると変色する１つ以上の化学物質を含み得
る。このような化学物質は公知であり、市販されている（すなわち、JP Laboratories，I
nc.，Middlesex，NJ）。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ
以上の消毒インジケータ１０８を含み得る。
【００９６】
　動作９１２では、適用動作８１０用の回路は、１つ以上のプロトコルに従って１つ以上
の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上のプロトコルに従って１つ以
上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用するための回路を含み得る。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に関連付けられ
ていて良い。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適
用される消毒放射線の、即時性、潜伏時間、強度、および、時間積分強度を特定可能であ
る。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適用される
１種類以上の消毒薬１０４を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコル
は、１つ以上の対象物１０６に適用されない１種類以上の消毒薬１０４を特定可能である
。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対
象物１０６に適用される頻度を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコ
ルは、１種類以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用される際の強度および
／または濃度を特定可能である。多数の消毒プロトコルが、１つ以上の対象物１０６に割
り当てられ得る。いくつかの実施形態では、このようなプロトコルは、１つ以上の対象物
１０６を消毒する際の強度を特定するために用いられ、１つ以上の対象物１０６の患者に
とって危険度の高い用法および／または感染力の高い用法を突き止めて、このような対象
物１０６が厳重および／または頻繁に消毒処理を受けることを確実にすることが可能であ
る。従って、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上
の消毒ユニット１０２と通信して１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従って消毒
されたかどうかを判断するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されてからどれくらい
の時間が経ったかを示すための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と通信して、１つ以上の対象物
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１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを示すための回路を含み得る。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２と
通信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを示すための
回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ
以上の消毒ユニットと通信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつで
あったかを判断するための回路を含み得る。
【００９７】
　図１０は、図８の例示的な動作フロー８００の代替可能な一実施形態を示す図である。
図１０は、伝送動作８２０用の回路が少なくとも１つの追加動作を含み得る例示的な実施
形態を示す。追加動作は、動作１００２、動作１００４、および／または、動作１００６
を含み得る。
【００９８】
　動作１００２では、伝送動作８２０は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１
０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の
信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに
関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送する
ための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１
つ以上の対象物１０６を消毒するために用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ
以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以
上の消毒薬１０４、適用に用いる１つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質
的に任意の組み合わせに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含
み得る。
【００９９】
　動作１００４では、伝送動作８２０は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられ
る１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる１つ以
上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作するように命令する１つ以
上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作しないように命令する１つ
以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上
の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許可するように、１つ以上の制御ユニッ
ト１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に
関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許可しないよう
に、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するための回
路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の
消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間から
出て行くことを許可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信
号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物
１０６が１つ以上の空間から出て行くことを許可しないように、１つ以上の制御ユニット
１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の信号１１０を１つ以上のデバ
イスに伝送するための回路を含み得る。該デバイスは、該デバイスの動作を制御する１つ
以上の制御ユニット１１４を含む。
【０１００】
　動作１００６では、伝送動作８２０は、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられ
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る１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ以
上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の
消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消
毒プロトコルに従っていることを示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み
得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニ
ット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従っていないことを示す１つ
以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の空間について１
つ以上の対象物１０６の動きを示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得
る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の記録ユニッ
ト１１２に、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上のパラメータを示す１つ
以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。１つ以上の対象物１０６に関連付け
られる多数のパラメータが、伝送され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに関
連付けられるパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を
含み得る。このようなパラメータの例は、１つ以上の対象物１０６を消毒するために用い
られた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の
１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１つ以上の
プロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせを含むが、これらに限
定されることはない。
【０１０１】
　図１１は、消毒方法の実施に関する動作の例を示す動作フロー１１００を示す図である
。図１１は、消毒方法の実施中に用いられる様々な動作の例を示すものであり、図１の上
述の例に関して、および／または、他の例および状況に関して、考察および説明するもの
である。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況において、および／ま
たは、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。また、様々な動作を
説明する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順番でまたは同時に、
実施しても良いことは明らかであろう。
【０１０２】
　開始動作の後、動作フロー１１００は動作１１１０を含み、この動作１１１０は、１つ
以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を受信するための回路を包含する。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の消毒ユニッ
ト１０２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６に
物理的に連結されている。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８
は、１つ以上の対象物１０６に物理的に連結されていない。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６に適用された消毒薬１０４
の種類に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４が１
つ以上の対象物１０６に適用された頻度に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信す
るための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８
は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用された際の強度に関連付け
られる１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコ
ルに従って消毒されたことを示す１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１
０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されたことを示す１つ以上の信号１１０を受信
するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０
８は、１つ以上の対象物１０６が１つ以上のプロトコルに従って消毒されていないことを
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示す１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、
１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ステータスを１つ以上の対象物１
０６に関連付ける１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつかの実
施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８
の消毒ステータスを変更する１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット
１１２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１
４に関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。
【０１０３】
　動作フロー１１００はまた動作１１２０を含み、この動作１１２０は、上記１つ以上の
信号に基づいて、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータを再設
定するための回路を包含する。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６に関連
付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０に基づいて１つ
以上の消毒インジケータ１０８を再設定するための回路を含み得る。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２から１つ以
上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケー
タ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４から１つ以上の信号１１０を受信可能である
。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニ
ット１１２から１つ以上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上のユーザインタラクション１１６から１つ以
上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケー
タ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８が関連付けられる１つ以上の対象物１０
６が消毒されたことを示すために１つ以上の消毒インジケータ１０８を再設定するための
回路を含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上
の消毒インジケータ１０８が関連付けられる１つ以上の対象物１０６が消毒されていない
ことを示すために１つ以上の消毒インジケータ１０８を再設定するための回路を含む。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６
に関連付けられる１つ以上の消毒ステータスを示すために１つ以上の消毒インジケータ１
０８を再設定するための回路を含む。該ステータスには、１つ以上の消毒インジケータ１
０８が関連付けられる。
【０１０４】
　図１２は、図１１の例示的な動作フロー１１００の代替可能な一実施形態を示す図であ
る。図１２は、受信動作１１１０が少なくとも１つの追加動作を含み得る場合の例示的な
実施形態を示す。追加動作は、動作１２０２を含み得る。
【０１０５】
　動作１２０２では、受信動作１１１０用の回路は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上
の対象物１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる
１つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に
適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１
１０を受信するための回路を含み得る。多数のパラメータが受信可能である。このような
パラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒するために用いられた、適用の１つ
以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の１つ以上の持続時間
、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる１つ以上のプロトコル、および
／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されること
はない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、非消毒ステー
タスを示すように１つ以上の消毒インジケータ１０８に命令する１つ以上の信号１１０を
受信するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、消毒ステータスを示すように１つ以上の消毒インジケータ１０８に命令する１
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つ以上の信号１１０を受信するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６が消毒される必要があるのはい
つかを示すように１つ以上の消毒インジケータ１０８に命令する１つ以上の信号１１０を
受信するための回路を含み得る。
【０１０６】
　図１３は、図１１の例示的な動作フロー１１００の代替可能な一実施形態を示す図であ
る。図１３は、再設定動作１１２０用の回路が少なくとも１つの追加動作を含み得る場合
の例示的な実施形態を示す。追加動作は、動作１３０２、動作１３０４、および／または
、動作１３０６を含み得る。
【０１０７】
　動作１３０２では、再設定動作１１２０用の回路は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以
上の対象物１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータを示すために、
１つ以上の消毒インジケータ１０８を再設定するための回路を含み得る。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の
対象物１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータを示すために、１つ
以上の消毒インジケータ１０８を再設定するための回路を含み得る。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象
物１０６に適用することに関して、１つ以上の消毒インジケータ１０８を再設定するため
の回路を含み得る。このようなパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒する
ために用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻
度、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用いる
１つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げられ
るが、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジ
ケータ１０８は、非消毒ステータスを示すために１つ以上の消毒インジケータ１０８を再
設定するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、消毒ステータスを示すために１つ以上の消毒インジケータ１０８を再設定する
ための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は
、１つ以上の対象物１０６を消毒する必要があるのはいつかを示すために、１つ以上の消
毒インジケータ１０８を再設定するための回路を含み得る。
【０１０８】
　動作１３０４では、再設定動作１１２０用の回路は、１つ以上の制御ユニット１１４に
１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の信号１１０を１つ以上の制御ユニット１１
４に伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作するように命令する１つ以上の信号
１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒イン
ジケータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作しないように命令する１つ以上
の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消
毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上
の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許可するように、１つ以上の制御ユニッ
ト１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの
実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０
８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間内に入ることを許可しない
ように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するため
の回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１
つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の
空間から出て行くことを許可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ
以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ
以上の対象物１０６が１つ以上の空間から出て行くことを許可しないように、１つ以上の
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制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。
いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０
を１つ以上のデバイスに伝送するための回路を含み得る。該デバイスは、該デバイスの動
作を制御する１つ以上の制御ユニット１１４を含む。
【０１０９】
　動作１３０６では、再設定動作１１２０用の回路は、１つ以上の記録ユニット１１２に
１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒インジケータ１０８が、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ
以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０
６が消毒プロトコルに従っていることを示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路
を含み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上
の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従っていないこと
を示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の
空間について１つ以上の対象物１０６の動きを示す信号１１０を伝送するための回路を含
み得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記
録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上のパラメータを
示す１つ以上の信号１１０を伝送するための回路を含み得る。１つ以上の対象物１０６に
関連付けられる多数のパラメータが、伝送され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上
の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用
することに関連付けられるパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送する
ための回路を含み得る。このようなパラメータの例には、１つ以上の対象物１０６を消毒
するために用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上
の頻度、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適用に用
いる１つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせが挙げ
られるが、これらに限定されることはない。
【０１１０】
　図１４は、消毒方法を実施することに関する動作の例を示す動作フロー１４００を示す
図である。図１４は、消毒方法を実施する間に用いられる様々な動作の例を示し、上述し
た図１の例に関して、および／または、他の例および状況に関して、考察および説明する
ものである。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況において、および
／または、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。また、様々な動
作を説明する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順番でまたは同時
に、実施しても良いことは明らかであろう。
【０１１１】
　開始動作の後、動作フロー１４００は位置合わせ動作１４１０を含み、この位置合わせ
動作１４１０は、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近接して位置
合わせすることを包含する。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１８は、１つ
以上の対象物１０６を１つ以上の消毒ユニット１０２に動作可能に近接して位置合わせす
る。このような実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１０
４を１つ以上の対象物１０６に適用することが可能である。いくつかの実施形態では、１
人以上のユーザ１１８は、１つ以上の対象物１０６を１つ以上の消毒ユニット１０２内に
配置させる。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１８は、該ユーザの１つ以上
の手を１つ以上の消毒ユニット１０２内に配置させる。いくつかの実施形態では、１人以
上のユーザ１１８は、該ユーザの１つ以上の腕および手を１つ以上の消毒ユニット１０２
内に配置させる。いくつかの実施形態では、１人以上のユーザ１１８は、該ユーザの１つ
以上の足を１つ以上の消毒ユニット１０２内に配置させる。多数の対象物１０６を、１つ
以上の消毒ユニット１０２に動作可能に近接して配置させることが可能である。このよう
な対象物１０６の例には、人間、人間でない動物、植物、医療機器、調理器具、食品貯蔵
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装置、製剤処方装置、食品包装装置、調理装置、食器、歯科用機器などが挙げられるが、
これらに限定されることはない。
【０１１２】
　動作フロー１４００はまた伝送動作１４２０を含み、この伝送動作１４２０は、１つ以
上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
号を伝送することを包含する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８が、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに関連付けら
れる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能である。い
くつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６
を消毒するために用いられた、適用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１
つ以上の頻度、適用の１つ以上の持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬１０４、適
用に用いる１つ以上のプロトコル、および／または、これらの実質的に任意の組み合わせ
に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１
つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４に関連付けられる１
つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジ
ケータ１０８は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作するように命令する１つ以上の信
号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０
８は、１つ以上の制御ユニット１１４に動作しないように命令する１つ以上の信号１１０
を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１
つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の
空間内に入ることを許可するように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上
の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の対象物１０６
が１つ以上の空間に入ることを許可しないように、１つ以上の制御ユニット１１４に命令
する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付けられる１つ以上の
対象物１０６が１つ以上の空間から出て行くことを許可するように、１つ以上の制御ユニ
ット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では
、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の消毒インジケータ１０８に関連付け
られる１つ以上の対象物１０６が１つ以上の空間から出て行くことを許可しないように、
１つ以上の制御ユニット１１４に命令する１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の信号１１０を１
つ以上のデバイスに伝送可能である。該デバイスは、該デバイスの動作を制御する１つ以
上の制御ユニット１１４を含む。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ
１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に関連付けられる１つ以上の信号１１０を伝送
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上
の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従っていることを
示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６が消
毒プロトコルに従っていないことを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の記録ユニット１１
２に、１つ以上の空間について１つ以上の対象物１０６の動きを示す１つ以上の信号１１
０を伝送可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、
１つ以上の記録ユニット１１２に、１つ以上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の
パラメータを示す１つ以上の信号１１０を伝送可能である。
【０１１３】
　図１５は、消毒方法の実施に関する動作の例を示す動作フロー１５００を示す図である
。図１５は、消毒方法を実施する間に用いられる様々な動作の例を示し、上述した図１の
例に関して、および／または、他の例および状況に関して、考察および説明するものであ
る。しかしながら、これら動作を、他の多数の環境および状況において、および／または
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、図１の変形例において実施しても良いことは明らかであろう。また、様々な動作を説明
する順番に示すが、これら様々な動作を、図示した順番以外の順番でまたは同時に、実施
しても良いことは明らかであろう。
【０１１４】
　開始動作の後、動作フロー１５００は受信動作１５１０を含み、この受信動作１５１０
は、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を受信することを包含
する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上の消毒薬１
０４を１つ以上の対象物１０６に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータに
関連付けられる１つ以上の信号１１０を受信可能である。いくつかの実施形態では、１つ
以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象物１０６を消毒するために用いられた、適
用の１つ以上の時間、適用の１つ以上の強度、適用の１つ以上の頻度、適用の１つ以上の
持続時間、適用に用いる１種類以上の消毒薬、適用に用いる１つ以上のプロトコル、およ
び／または、これらの実質的に任意の組み合わせに関連付けられる１つ以上の信号１１０
を受信可能である。
【０１１５】
　動作フロー１５００はまた適用動作１５２０を含み、この適用動作１５２０は、１つ以
上の消毒薬を１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の対象物に適用する
ことを包含する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２が、１つ以上
の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８を検知することが可
能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の対象
物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８が存在することを検知する
ことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以
上の対象物１０６に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ１０８が存在しないこと
を検知することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
は、どの種類の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用するかを判断することが可
能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、どの種類の消毒
薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用しないかを判断することが可能である。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒プロトコルに従って１つ以上
の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用するかどうかを判断することが可能であ
る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０
４を１つ以上の対象物１０６に適用する際の強度を判断することが可能である。いくつか
の実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上
の対象物１０６に適用する頻度を判断することが可能である。いくつかの実施形態では、
１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４が最後に１つ以上の対象物１
０６に適用されたのはいつであったかを判断することが可能である。いくつかの実施形態
では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１
０６に適用する必要があるのはいつかを判断することが可能である。
【０１１６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、光、１つ以上の化学物質
、および、放射線から成る群から選択される１つ以上の消毒薬１０４を適用する。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、光を含む１つ以上の消毒薬１０４
を適用可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、消毒光
を適用する。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、紫外線を適用
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、非消毒光を適
用可能である。例えば、いくつかの実施形態では、可視光が１つ以上の対象物１０６に適
用可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の
化学物質を含む１つ以上の消毒薬１０４を適用する。多数の種類の化学物質が、１つ以上
の消毒ユニット１０２によって適用され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象
物１０６を消毒しない１つ以上の化学物質が適用され得る。例えば、いくつかの実施形態
では、消毒インジケータ１０８である１つ以上の化学物質が１つ以上の対象物１０６に適
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用され得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６を消毒しないで１つ以上
の対象物１０６を洗浄する１つ以上の化学物質が１つ以上の対象物１０６に適用され得る
。いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物１０６を消毒する１つ以上の化学物質が適
用され得る。このような化学物質の例には、アルコール、塩素、アンモニア、オゾン、エ
チレンオキシド、過酸化物、酸、塩基などが挙げられるが、これらに限定されることはな
い。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の放射線を
含む１つ以上の消毒薬１０４を適用する。放射線の種類の例には、ガンマ放射線、赤外線
、ベータ線などが挙げられるが、これらに限定されることはない。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類の消毒薬を１つ以上の対象物１０６に適用
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１種類以上の
消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用し得る。
【０１１７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４
を１人以上の人間に適用し得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０
２は、１つ以上の消毒薬１０４を１人以上の人間の全接触可能表面に適用し得る。例えば
、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４
を１人以上の人間に適用するシャワーとして構成されている。いくつかの実施形態では、
この１人以上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていて良い。いくつかの実施形態
では、この１人以上の人間は、衣服または他の保護服で覆われていなくても良い。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を人間の
１部分以上に適用し得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１
０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の足に適用するように構成されている。いく
つかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ
以上の手に適用するように構成されている。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユ
ニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の腕および手に適用するように構成
されている。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の１部分以上は、衣服または他の
保護服で覆われていて良い。いくつかの実施形態では、１人以上の人間の１部分以上は、
衣服または他の保護服で覆われていなくても良い。
【０１１８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４
を１つ以上の手袋で覆われた１つ以上の手に適用することが可能である。いくつかの実施
形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の手の
上に適用するための手用消毒器として構成されている。いくつかの実施形態では、１つ以
上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の手袋を１つ以上の手にはめるように構成されてい
る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の手は、１つ以上の消毒ユニット１０２
内に配置され、該消毒ユニットにおいて、１つ以上の消毒ユニット１０２によって１つ以
上の手に手袋がはめられ得る。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２
内に配置された１つ以上の手一面に、ゴム手袋が伸び得る。他の実施形態では、合成物を
形成する１つ以上の被膜を１つ以上の手に付けることによって、１つ以上の手袋が１つ以
上の手の上に形成され得る。例えば、いくつかの実施形態では、毒性のない塗料が１つ以
上の手の上に吹き付けられて、１つ以上の手袋が形成され得る。いくつかの実施形態では
、合成物を形成する１つ以上の被膜が、手袋で覆われた１つ以上の手に付けられる。例え
ば、各１つ以上の手は、合成物を形成する１つ以上の被膜が付けられるラテックスの手袋
に覆われていてよい。いくつかの実施形態では、１つ以上の手を覆うために金属化された
手袋が用いられる。金属化された手袋の多くの例が公知であり、市販されている（すなわ
ち、Newtex Industries，Inc.，Victor，New York）。１つ以上の手は、１つ以上の手袋
で覆われていて良く、該手袋は、１つ以上の手を、該１つ以上の手に適用される１つ以上
の消毒薬１０４から保護している。
【０１１９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上の消毒薬１０４
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を１つ以上のインジケータ手袋に覆われた１つ以上の手に適用し得る。いくつかの実施形
態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジケ
ータ手袋に適用されたかどうかを示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケー
タ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたのはいつ
であったかを示す。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、どんな種
類の消毒薬１０４が１つ以上のインジケータ手袋に適用されたかを示す。いくつかの実施
形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上のインジ
ケータ手袋に適用される必要があるかどうかを示す。インジケータ手袋の製造には、多数
の技術が用いられ得る。いくつかの実施形態では、インジケータ手袋内には、紫外線に当
たると発光する燐光性染料が含まれ得る。従って、いくつかの実施形態では、インジケー
タ手袋を照射した紫外線の強度を示すために、このようなインジケータ手袋が用いられ得
る。いくつかの実施形態では、このようなインジケータ手袋は、インジケータ手袋が最後
に紫外線の照射を受けたのはいつであったかを示すために用いられ得る。いくつかの実施
形態では、インジケータ手袋は、消毒されると変色する１つ以上の化学物質を含み得る。
このような化学物質は公知であり、市販されている（すなわち、JP Laboratories，Inc.
，Middlesex，NJ）。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ手袋は、１つ以
上の消毒インジケータ１０８を含み得る。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニット１０２は、１つ以上のプロトコルに
従って１つ以上の消毒薬１０４を１つ以上の対象物１０６に適用する。いくつかの実施形
態では、１つ以上の消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に関連付けられていてよ
い。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適用される
消毒放射光の即時性、潜伏時間、強度、および、時間積分強度を特定可能である。いくつ
かの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の対象物１０６に適用される１種類以上
の消毒薬１０４を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以
上の対象物１０６に適用されない１種類以上の消毒薬１０４を特定可能である。いくつか
の実施形態では、消毒プロトコルは、１つ以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６
に適用される頻度を特定可能である。いくつかの実施形態では、消毒プロトコルは、１種
類以上の消毒薬１０４が１つ以上の対象物１０６に適用される際の強度および／または濃
度を特定可能である。多数の消毒プロトコルを１つ以上の対象物１０６に割り当てること
が可能である。いくつかの実施形態では、このようなプロトコルは、１つ以上の対象物１
０６を消毒する際の強度を特定するために用いられ、１つ以上の対象物１０６の患者にと
って危険度の高い用法および／または感染力の高い用法を突き止めて、このような対象物
１０６が厳重および／または頻繁に消毒処理を受けることを確実にすることが可能である
。従って、いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上の
消毒ユニット１０２と通信して、１つ以上の対象物１０６が消毒プロトコルに従って消毒
されたかどうかを判断することが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒
インジケータ１０８は、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されてからどれくらい経っ
たかを示すことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と通信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消
毒されたのはいつであったかを示す。他の実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１
０８は、１つ以上の対象物１０６内に含まれる１つ以上の燐光性の材料から燐光性の光を
発光して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつであったかを示すことが
可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータ１０８は、１つ以上
の記録ユニット１１２と通信して、１つ以上の対象物１０６が最後に消毒されたのはいつ
であったかを示すことが可能である。いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケ
ータ１０８は、１つ以上の消毒ユニット１０２と通信して、１つ以上の対象物１０６が最
後に消毒されたのはいつであったかを判断することが可能である。
【０１２１】
　本明細書における実質的に任意の複数形および／または単数形の用語の使用に関して、
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当業者は、状況および用途に相応しいように、複数形から単数形に、および／または単数
形から複数形に言い換え可能である。種々の単数形／複数形の置換は、本明細書において
、明確化を目的として特に説明されていない。
【０１２２】
　本明細書に記載されている本主題の特定の局面が示され、かつ説明されているが、本明
細書の教示に基づいて、変更および改良が本明細書に記載の主題およびそのより広い局面
から逸脱することなくなされ得て、かつそれ故に、添付の特許請求の範囲が、本明細書に
記載されている主題の真の精神および範囲内にあるような当該変更および改良のすべてを
、特許請求の範囲の範囲内に包含することは、本明細書の教示に基づいて当業者にとって
明白である。さらに、本発明が添付の特許請求の範囲によって規定されることは、理解さ
れる。本明細書、および特に添付の特許請求の範囲（例えば、添付の特許請求の範囲の主
要部）において通常に使用される用語が、“制限のない（ｏｐｅｎ）”用語（例えば、“
～を含む”という用語は、“～を含むが、これ（ら）に限定されることはない）”と解釈
され、“～を有する”という用語は、“～を少なくとも有する”解釈され、“～が挙げら
れる”という用語は、“～が挙げられるが、これ（ら）に限定されることはない”と解釈
されるべきである）として一般的に意図されることは、当業者によって理解される。導入
された請求項の叙述の明確な数値が意図される場合には当該意図が特許請求範囲に明白に
叙述され、かつ当該叙述がない場合には当該意図が存在しないことは、当業者に理解され
る。例えば、理解を助けるために、以下に添付の特許請求の範囲は、“少なくとも１つの
”および“１つ以上の”という前置き表現の利用を含めて、請求項の叙述を導入し得る。
しかし、当該表現の利用は、“ａ”および“ａｎ”という不定冠詞による請求項の叙述の
導入が、導入された請求項の当該叙述を含む任意の請求項を請求項の当該叙述の１つのみ
を含む発明に制限することを意味すると（同じ請求項が“１つ以上の”または“少なくと
も１つの”という前置きの表現、ならびに“ａ”または“ａｎ”といった不定冠詞を含む
場合にも等しく）解釈されるべきではなく（例えば、“ａ”および／または“ａｎ”が、
一般的に“少なくとも１つの”または“１つ以上の”を意味すると解釈されるべきである
）；同じことは、導入された請求項の叙述に使用される定冠詞の利用に関しても適用され
る。さらに、導入された請求項の叙述の明確な数値が明白に叙述されている場合にも等し
く、当業者は、当該叙述が少なくとも叙述された数値を意味すると一般的に解釈されるこ
とを認識する（例えば、他の修飾語のない“２つの叙述”というだけの叙述は、少なくと
も２つの叙述、または２つ以上の叙述を典型的に意味する）。さらに、“Ａ、ＢおよびＣ
の少なくとも１つ”と類似の形式が使用されるような場合には、当該構成は、当業者がそ
の形式を理解する意味に意図される（例えば、“Ａ、ＢおよびＣを有するシステム”とし
ては、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢをともに、ＡおよびＣをともに、ＢおよびＣ
をともに、および／またはＡ、ＢおよびＣをともに有するシステムなどが挙げられるが、
これらに限定されることはない）。“Ａ、ＢまたはＣの少なくとも１つ”と類似の形式が
使用されるような場合には、当該構成は、当業者がその形式を理解する意味に意図される
（例えば、“Ａ、ＢおよびＣを有するシステム”としては、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、Ａ
およびＢをともに、ＡおよびＣをともに、ＢおよびＣをともに、および／またはＡ、Ｂお
よびＣをともに有するシステムなどが挙げられるが、これらに限定されることはない）。
２つ以上の択一的な用語を提示している択一的な単語および／または表現は、明細書本文
、特許請求の範囲、または図面のいずれかにおいて、当該用語の１つ、当該用語のいずれ
か、または当該用語の両方を含むという可能性を意図して理解されるべきことは、当業者
によって理解される。例えば、“ＡまたはＢ”という用語は、“Ａ”、“Ｂ”または“Ａ
およびＢ”の可能性を含むことを理解される。
【０１２３】
　当業者は、技術の状態が、システムの局面のハードウェア実施とソフトウェア実施の間
にほとんど違いがない程度まで発展していることを認識するであろう；ハードウェアおよ
びソフトウェアの利用は、一般的に（特定の状況において、ハードウェアとソフトウェア
との間の選択が重要になり得るという点において、必ずしもそうとはいえないが）コスト
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対効率の兼ね合いを表す設計上の選択である。当業者には、本明細書に記載の処理および
／またはシステムおよび／または他の技術が達成され得る種々の伝達手段があり（例えば
、ハードウェア、ソフトウェアおよび／またはファームウェア）、かつ好ましい伝達手段
は、処理および／またはシステムおよび／または他の技術が配置される状況に応じて変化
することが明らかであろう。例えば、開発者が速度および精度が最優先事項であることを
決定する場合には、当該開発者は、主にハードウェアおよび／またはファームウェアを選
択し得る；あるいは、自由度が最優先事項であることを決定する場合には、当該開発者は
、ソフトウェアの実施を選択し得る。あるいは、当該開発者は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、および／またはファームウェアのある組み合わせを選択しても良い。従って、本明
細書に記載の処理および／またはシステムおよび／または他の技術が達成され得る種々の
伝達手段が存在し、当該伝達手段は、当該伝達手段が配置される状況、および当該実施手
段の関心事（例えば、速度、自由度、または予測性）に依存する選択（上記状況および関
心は変化し得るものである）である点において、他のものより本質的に優れているもので
はない。当業者は、実施の光学的な局面が、光学的指向性のハードウェア、ソフトウェア
およびまたはファームウェアを典型的に採用することを認識するであろう。
【０１２４】
　上述の詳細な説明は、ブロック図、フローチャート、および／または例の使用を介して
、装置および／または処理の種々の実施形態を説明している。当該ブロック図、フローチ
ャート、および／または例が１つ以上の機能および／または動作を含む範囲において、当
該ブロック図、フローチャート、および／または例の範囲内の機能および／または動作の
それぞれが、広範なハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または実質的にこれ
らの任意の組み合わせによって、個々におよび／または共同して実施され得ることは、当
業者によって理解される。いくつかの実施形態において、本明細書に記載されている主題
のいくつかの部分は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣｓ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡｓ）、デジタルシグナルプロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎ
ａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）（ＤＰＳｓ）、他の集積フォーマットを介して実施され得
る。しかし、本明細書に開示された実施形態のある局面のすべてまたは一部が、１つ以上
のコンピュータにおいて実行させる１つ以上のコンピュータプログラムとして（例えば、
１つ以上のコンピュータシステムにおいて実行させる１つ以上のコンピュータプログラム
として）、１つ以上のプロセッサにおいて実行させる１つ以上のプログラムとして（例え
ば、１つ以上のマイクロプロセッサにおいて実行させる１つ以上のプログラムとして）、
ファームウェアとして、または実質的にこれらの任意の組み合わせとして、集積回路にお
いて同等に実施され得ること、ならびにソフトウェアおよびまたはファームウェア用の、
回路構成および／またはコード書き込みの設計が本開示に照らして十分に当業者の技術範
囲内であることを、当業者は認識する。さらに、本明細書に記載の主題の機構が、種々の
形態におけるプログラム製品として配布可能であること、および本明細書に記載の主題の
例示的な実施形態が、当該配布を実際に実行するために使用される特定の種類の信号支持
媒体に関係なく適用されることを、当業者は十分に理解する。信号支持媒体の例としては
、以下の：フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクドライブ、コンパクトディ
スク（ＣＤ）、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）、デジタルテープ、コンピュータメモ
リなどといった追記型の媒体；およびデジタル通信媒体および／またはアナログ通信媒体
（例えば、光ファイバケーブル、導波管、有線の通信回線、無線の通信回線など）といっ
た伝送型の媒体が挙げられるが、これらに限定されることはない。
【０１２５】
　一般的な意味において、当業者は、本明細書に記載の種々の実施形態が、ソフトウェア
、ハードウェア、ファームウェアもしくは実質的にこれらの任意の組み合わせといった広
範な電気構成要素と、剛体、弾性体もしくはねじれ体、液圧応用機械、および電磁気作動
装置、またはこれらの実質的に任意の組み合わせといった機械的な力もしくは運動を伝え
得る広範な構成要素とを有する電気機械システムによって、個々におよび／または共同し
て実施され得ることを認識する。従って、本明細書において使用されるときの“電気機械
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システム”としては、変換器（例えば、作動装置、モータ、圧電性結晶など）と作動可能
に連結された電気回路構成、少なくとも１つの個別の電気回路を有する電気回路構成、少
なくとも１つの集積回路を有する電気回路構成、少なくとも１つの特定用途向け集積回路
を有する電気回路構成、コンピュータプログラム（例えば、本明細書に記載の処理および
／または装置を少なくとも部分的に達成するコンピュータプログラムによって構成される
多目的コンピュータか、または本明細書に記載の処理および／または装置を少なくとも部
分的に達成するコンピュータプログラムによって構成されるマイクロプロセッサ）によっ
て構成された多目的演算装置を形成する電気回路構成、記憶装置（例えば、ランダムアク
セスメモリの形態）を形成する電気回路構成、通信装置（例えば、モデム、通信切替器、
光学－電気装置など）を形成する電気回路構成、ならびに光学的なまたは他の類似物とい
ったこれらに対する非電気的な類似物が挙げられるが、これらに限定されることはない。
当業者は、電気機械システムの例には、数々の家庭用電気システム、および、電動式輸送
システム、工場オートメーションシステム、セキュリティシステム、および、通信／コン
ピュータシステムが挙げられるが、これらに限定されないことを理解する。本明細書にお
いて使用されるような電気機械システムが、文脈に指定されていない限り、電気作動およ
び機械作動の両方を有するシステムに限定される必要がないことを認識する。
【０１２６】
　一般的な意味において、当業者は、広範なハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはこれらの実質的にあるゆる組み合わせによって個々におよび／または共同して
実施され得る本明細書に記載の種々の局面が、各種の“電気回路構成”から構成されるも
のとしてみなされ得ることを認識する。従って、本明細書において使用されるときの“電
気回路構成”としては、少なくとも１つの個別の電気回路を有する電気回路構成、少なく
とも１つの集積回路を有する電気回路構成、少なくとも１つの特定用途向け集積回路を有
する電気回路構成、コンピュータプログラム（例えば、本明細書に記載の処理および／ま
たは装置を少なくとも部分的に達成するコンピュータプログラムによって構成される多目
的コンピュータか、または本明細書に記載の処理および／または装置を少なくとも部分的
に達成するコンピュータプログラムによって構成されるマイクロプロセッサ）によって構
成される多目的演算装置を形成する電気回路構成、記憶装置（例えば、ランダムアクセス
メモリの形態）を形成する電気回路構成、および／または通信装置（例えば、モデム、通
信切替器、または光学－電気装置）を形成する電気回路構成が挙げられるが、これらに限
定されることはない。当業者は、本明細書に記載の主題が、アナログ形式またはデジタル
形式またはこれらのある組み合わせにおいて実施され得ることを認識する。
【０１２７】
　当業者は、それが、本明細書において説明した形式における装置および／または処理お
よび／またはシステムを実施し、その後このように実施された装置および／または処理お
よび／またはシステムをより総合的な装置および／または処理および／またはシステムに
集積するために、技術的手法および／またはビジネス手法をそれに従って使用することは
、技術範囲内において一般的であることを認識する。すなわち、本明細書に記載の装置お
よび／または処理および／またはシステムの少なくとも一部が、適度な量の実験を介して
、他の装置および／または処理および／またはシステムに統合され得る。当該他の装置お
よび／または処理および／またはシステムの例が、状況および用途に応じて、（ａ）空路
の輸送機関（例えば、飛行機、ロケット、ホバークラフト、ヘリコプターなど）、（ｂ）
陸路の輸送機関（例えば、自動車、トラック、機関車、戦車、装甲兵員輸送車など）、（
ｃ）建造物（例えば、家、倉庫、事務所など）、（ｄ）家庭用電気機器（例えば、冷蔵庫
、洗浄器、乾燥機など）、（ｅ）通信システム（例えば、ネットワークシステム、電話、
画面外から聞こえるＩＰシステムなど）、（ｆ）企業体（例えば、コムキャストケーブル
（Ｃｏｍｃａｓｔ）、クエスト（Ｑｕｅｓｔ）、サウスウエスタンベル（Ｓｏｕｔｈｗｅ
ｓｔｅｒｎ　Ｂｅｌｌ）といったインターネット接続サービス業者（ＩＳＰ）事業体など
）、または（ｇ）スプリント（Ｓｐｒｉｎｔ）、シングラー（Ｃｉｎｇｕｌａｒ）、ネク
ステル（Ｎｅｘｔｅｌ）といった有線／無線サービス企業体の、装置および／または処理
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および／またはシステムの全てまたは一部を含み得ることを、当業者は認識する。
【０１２８】
　ユーザ１１８は、本明細書において単一の図示された形状として示されている／記載さ
れているが、当業者は、ユーザ１１８が、人間のユーザ、ロボットのユーザ（例えば、コ
ンピュータを利用したもの）、および／またはこれらの実質的に任意の組み合わせ（例え
ば、ユーザが、１つ以上のロボットの動作主によって支援され得る）の見本で有り得るこ
とを十分に理解する。さらに、ユーザ１１８は、本明細書に記載の単一の存在として示さ
れるが、実際には、２つ以上の存在から構成され得る。当業者は、一般的に、同じことが
“送信主”および／または本明細書に使用される用語といった他の存在を指す用語につい
ても言えることを十分に理解する。
【０１２９】
　本明細書に記載の主題は、ときとして、他の異なる構成要素を含むか、または接続され
た異なる構成要素を説明する。そのように表現される構造が単に例示的であり、かつ実際
には、同じ機能性を達成する他の多くの構造が実施され得ることが理解されるべきである
。概念的な意味において、同じ機能性を達成するための構成の任意の配置は、所望の機能
性が達成されるように効果的に“関連付けられる”。従って、本明細書において特定の機
能性を達成するため組み合わせられた、任意の２つの構成要素は、構造または中間の構成
要素を問わず、所望の機能が達成されるように互いに“関連付けられる”と想像され得る
。また同様に、そのように関連付けられた任意の２つの構成要素は、所望の機能性を達成
するために互いに“動作可能に接続されている”、または“動作可能に連結されている”
とみなされ得て、かつまた、そのように関連付け可能な任意の２つの構成要素は、所望の
機能性を達成するために互いに“動作可能に連結可能である”とみなされ得る。動作可能
な連結の特定の例としては、物理的に一体になり得るおよび／または物理的に作用する構
成要素、および／または無線的に作用可能なおよび／または無線的に作用する構成要素、
および／または論理的に作用するおよび／または論理的に作用可能な構成要素が挙げられ
るが、これらに限定されることはない。
【０１３０】
　本明細書に引用する全ての公報、特許、および、特許出願は、引用によって本明細書に
組み込まれる。上述の明細書を特定の実施形態に関連して記載すると共に、説明する目的
で多くの詳細を記載してきたが、本発明の基本的な原理から逸脱することなく、本発明は
さらなる実施形態を受け入れることが可能であると共に、ここに記載した特定の詳細を大
幅に変更することが可能であることは、当業者には明らかであろう。
【０１３１】
　本明細書に記載するシステムの１つ以上の実施形態には、多数の種類の手段が含まれて
いることが可能である。このような手段の例には、回路、プログラム、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、電気機械システム、ロジック、および／または、これらの
実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることはない。
【０１３２】
　いくつかの実施形態では、システムは、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用す
る手段と、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する該手段に対応して、上記１つ
以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の
信号を伝送する手段とを含み得る。
【０１３３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータを検知する手段を含み
得る。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、光、１つ以上の化学物質、および、放射線から成る群から選択される１つ以上の消毒薬
を適用する手段を含み得る。
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【０１３５】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上の消毒薬を１人以上の人間に適用する手段を含み得る。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上の消毒薬を１つ以上の手袋で覆われた１つ以上の手に適用する手段を含み得る
。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上の消毒薬を１つ以上のインジケータ手袋で覆われた１つ以上の手に適用する手
段を含み得る。
【０１３８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上の消毒薬を何にも覆われていない１つ以上の手に適用する手段を含み得る。
【０１３９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は
、１つ以上のプロトコルに従って１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する手段を
含み得る。
【０１４０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物を適用
することに関連付けられる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送
する手段を含み得る。
【０１４１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の制御ユニットに関連付けられる１
つ以上の信号を伝送する手段を含み得る。
【０１４２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の記録ユニットに関連付けられる１
つ以上の信号を伝送する手段を含み得る。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の消毒インジケータを再設定せよと
する１つ以上の命令を伝送する手段を含み得る。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、消毒ステータスを示すために１つ以上の消毒
インジケータを再設定せよとする１つ以上の命令を伝送する手段を含み得る。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段に
対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けら
れる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、非消毒ステータスを示すために１つ以上の消
毒インジケータを再設定せよとする１つ以上の命令を伝送する手段を含み得る。
【０１４６】
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　本明細書に記載するシステムの１つ以上の実施形態には、多数の種類の手段が含まれて
いることが可能である。このような手段の例には、回路、プログラム、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、電気機械システム、ロジック、および／または、これらの
実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることはない。
【０１４７】
　いくつかの実施形態では、システムは、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ
以上の信号を受信する手段と、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号
を受信する該手段に対応した１つ以上の信号に基づいて、１つ以上の対象物に関連付けら
れる１つ以上の消毒インジケータを再設定する手段とを含み得る。
【０１４８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する上記手段は、１つ以上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用することに関連付けら
れる１つ以上のパラメータに関連付けられる１つ以上の信号を受信する手段を含み得る。
【０１４９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する上記手段に対応した１つ以上の信号に基づいて、１つ以上の対象物に関連付けら
れる１つ以上の消毒インジケータを再設定する上記手段は、１つ以上の消毒薬を１つ以上
の対象物に適用することに関連付けられる１つ以上のパラメータを示すために１つ以上の
消毒インジケータを再設定する手段を含み得る。
【０１５０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する上記手段に対応した１つ以上の信号に基づいて、１つ以上の対象物に関連付けら
れる１つ以上の消毒インジケータを再設定する上記手段は、１つ以上の信号を１つ以上の
制御ユニットに伝送する手段を含み得る。
【０１５１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒ユニットに関連付けられる１つ以上の信号を
受信する上記手段に対応した１つ以上の信号に基づいて、１つ以上の対象物に関連付けら
れる１つ以上の消毒インジケータを再設定する上記手段は、１つ以上の信号を１つ以上の
記録ユニットに伝送する手段を含み得る。
【０１５２】
　本明細書に記載するシステムの１つ以上の実施形態には、多数の種類の手段が含まれて
いることが可能である。このような手段の例には、回路、プログラム、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、電気機械システム、ロジック、および／または、これらの
実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることはない。
【０１５３】
　いくつかの実施形態では、システムは、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる
１つ以上の信号を受信する手段と、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以
上の信号を受信する該手段に対応して、１つ以上の消毒薬を１つ以上の消毒インジケータ
に関連付けられる１つ以上の対象物に適用する手段とを含み得る。
【０１５４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
号を受信する上記手段は、１つ以上の手に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに
関連付けられる１つ以上の信号を受信する手段を含み得る。
【０１５５】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
号を受信する上記手段は、１つ以上の手が消毒されたことを示す、１つ以上の手に関連付
けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を受信する手段を
含み得る。
【０１５６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
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号を受信する上記手段は、１つ以上の手が消毒されていないことを示す、１つ以上の手に
関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を受信する
手段を含み得る。
【０１５７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信
号を受信する上記手段に対応して、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以
上の消毒薬を１つ以上の対象物に適用する上記手段は、１つ以上の消毒インジケータに関
連付けられる１つ以上の消毒薬を１つ以上の手に適用する手段を含み得る。
【０１５８】
　本明細書に記載するシステムの１つ以上の実施形態には、多数の種類の手段が含まれて
いることが可能である。このような手段の例には、回路、プログラム、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、電気機械システム、ロジック、および／または、これらの
実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることはない。
【０１５９】
　いくつかの実施形態では、システムは、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに
動作可能に近接して位置合わせする手段と、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニット
に動作可能に近接して位置合わせする該手段に対応して、１つ以上の対象物に関連付けら
れる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する手段とを含
み得る。
【０１６０】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする上記手段は、１つ以上の手を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に
近接して位置合わせする手段を含み得る。
【０１６１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする上記手段は、１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以
上の手を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近接して位置合わせする手段を含み得る。
【０１６２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする上記手段に対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上
の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の
手に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送
する手段を含み得る。
【０１６３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする上記手段に対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上
の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の
手が消毒されたことを示す、１つ以上の手に関連付けられる１つ以上の消毒インジケータ
に関連付けられる１つ以上の信号を伝送する手段を含み得る。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の対象物を１つ以上の消毒ユニットに動作可能に近
接して位置合わせする上記手段に対応して、１つ以上の対象物に関連付けられる１つ以上
の消毒インジケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する上記手段は、１つ以上の
手が消毒されていないことを示す、１つ以上の手に関連付けられる１つ以上の消毒インジ
ケータに関連付けられる１つ以上の信号を伝送する手段を含み得る。
【０１６５】
　本明細書に記載するシステムの１つ以上の実施形態には、多数の種類の手段が含まれて
いることが可能である。このような手段の例には、回路、プログラム、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、電気機械システム、ロジック、および／または、これらの
実質的に任意の組み合わせが挙げられるが、これらに限定されることはない。
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【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】実施形態が実施され得る例示的なシステム１００を示す図である。
【図２】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【図３】図２の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図４】図２の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図５】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【図６】図５の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図７】図５の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図８】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【図９】図８の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図１０】図８の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図１１】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【図１２】図１１の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図１３】図１１の例示的な動作フローの代替可能な一実施形態を示す図である。
【図１４】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。
【図１５】消毒方法に関連付けられる例示的な動作を示す動作フローである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】



(47) JP 2009-532090 A 2009.9.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(48) JP 2009-532090 A 2009.9.10

10

20

30

40



(49) JP 2009-532090 A 2009.9.10

10

20

30

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  11/440,460
(32)優先日　　　　  平成18年5月23日(2006.5.23)
(33)優先権主張国　  米国(US)

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,K
R,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD
,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ジャン，エドワード，ケー．ワイ．
            アメリカ合衆国，９８００５－１４０３　ワシントン州，ベルビュー，３６番　ストリート　ノー
            スイースト　１３４２０
(72)発明者  リビエン，ロイス，エー．
            アメリカ合衆国，０２４２０－３５１９　マサチューセッツ州，レキシントン，サマセット　ロー
            ド　４３
(72)発明者  ロード，ロバート，ダブリュー．
            アメリカ合衆国，９８１２２　ワシントン州，シアトル，４１番　アベニュー　イースト　１４１
            ０
(72)発明者  マラムド，マーク，エー．
            アメリカ合衆国，９８１１９　ワシントン州，シアトル，ナインス　アベニュー　ウエスト　１５
            ０８
(72)発明者  リナルド，ジョン，ディー．
            アメリカ合衆国，９８００５－８０３０　ワシントン州，ベルビュー，１３４番　アベニュー　サ
            ウスイースト　１５６０　＃３０１
(72)発明者  ウッド，ローウェル，エル．
            アメリカ合衆国，９８００４　ワシントン州，ベルビュー，１１２番　アベニュー　ノースイース
            ト　９８９　＃２３１０
Ｆターム(参考) 4C058 AA06  AA12  AA13  AA24  AA28  AA29  BB06  BB07  DD12  DD15 
　　　　 　　        JJ01  KK01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

